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１．はじめに 
 現場発泡ウレタン軽量盛土工法「R-PUR工法」

は，現場で硬質ウレタン樹脂を発泡させ盛土体を構

築するという新しい軽量盛土工法の１つとして，

1990年に世界で初めて試験施工が実施された。

2000年にはノンフロンタイプ「フォ－ムライトW」

を開発し，更に環境に優しい軽量盛土工法として，

山岳道路の新設・拡幅工事に数多く採用されてきた。 

ただし，道路形状（盛土形状）によっては，現行構

造（杭・アンカ－タイプ）では経済的理由等により

不向きであったケ－スも見られたため，その軽量性，

施工性に加え経済的利点も得られることを目的とし，

R-PUR工法での新たな構造形として「フレ－ムタ

イプ」を確立した。断面構造を図-1に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図-1 

フレ－ムタイプにおける応力および変位について

はFEM解析を行い問題無いことが報告されている1)。 

そこで今回，R-PUR工法「フレ－ムタイプ」新

構造体の設計法について発表する。 
 

２．設計上の留意点 

2-1.概要 

 現行構造では，周辺部材（杭・アンカ－等）にて

構造体全体を安定させている。フレ－ムタイプでは，

盛土体全体の安定計算（転倒・滑動・地盤支持）に

ついて，検討を行い照査するものとする。  

2-2.設計の手順 

設計手順および内容については，図-2の通りである。 

 設計条件入力 

 ↓ 

① ウレタン圧縮応力度検討 

 ↓ 

② 外力と荷重の集計 

 ↓ 

③ 盛土体の安定検討 

 ↓ 

 完了 

図-2 

2-3.構造設計および安定計算 

①ウレタン圧縮応力度検討2) 

圧縮応力度の検討については，ウレタンのみで上

載荷重を受け持つこととし検討を行うものとする。  

圧縮応力は，式(2-1)で算出する。 
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 圧縮応力に対する検討では，式(2-2)を満足しなけ   

ればならない。 
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②外力と荷重の集計 

 次に挙げる荷重を考慮し検討するものとする。 

 (1)自重   ：ｳﾚﾀﾝ、鋼製ﾌﾚ-ﾑ、地覆ｺﾝｸﾘ-ﾄ、舗

装部、保護ｺﾝｸﾘ-ﾄ、基礎ｺﾝｸﾘ-ﾄ 

 (2)載荷重 

(3)土圧   ：背面土圧 



(4)地震の影響 

必要に応じ，以下に挙げる荷重についても考慮す

る必要がある。 

・水圧および浮力、雪荷重、風荷重、衝突荷重 

③盛土体の安定検討 

 盛土体の安定性に対する照査方法3)については，

背面地山の地盤反力についても考慮し，検討するも

のとする。 

・盛土体の安定性は，常時および地震時について

照査するものとする。 

・照査項目については，転倒，滑動，地盤支持力

について行う。 

・荷重の組み合わせは，下記を標準とする。 

  常 時：自重＋常時主働土圧（上載荷重考慮） 

  地震時：自重＋自重の慣性力＋地震時主働土圧 

 ・安定性に対する安全率は，表-1に示す値とする。 

検討項目 常 時 地震時 

転 倒 1.5 1.2 

滑 動 1.5 1.2 

支持力 3.0 2.0 

表-1 

(1)転倒に対する安定性の照査 

  転倒の安全率は，式(2-3)で算出する。 

  )32( −…= 　　
o

r
m M

M
F  

)/(-:)/(-:
:

mkNMmkNM
F

or

m

ﾒﾝﾄ転倒ﾓ　　ﾒﾝﾄ抵抗ﾓ

転倒に対する安全率

  転倒に対する検討では，式(2-4)を満足しなけれ   

ばならない。 
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 (2)滑動に対する安定性の照査 

  滑動の安全率は，式(2-5)で算出する。 
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滑動に対する検討では，式(2-6)を満足しなけ

ればならない。 
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 (3)地盤支持力に対する安定性の照査 

本構造のような逆台形型では，背面が後方へ傾

斜している。このような場合，荷重の合力が擁壁

底面のミドルサードあるいは底面そのものからは

ずれ地盤反力が算定できないことが生じる。よっ

て，地盤反力は背面と底面がバネで支持されてい

るものと仮定して地盤反力係数法(変位法)によっ

て算定することとする。 

  地盤支持力の安全率は，式(2-7)で算出する。 
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地盤支持力に対する検討では，式(2-8)を満足

しなければならない。 
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３．まとめ 

   R-PUR 工法「フレームタイプ」の設計法につ

いて基本的な流れを述べた。「フレームタイプ」は

R-PUR 工法の現行構造に取って代わるものでは

なく，工法の一つの選択肢として幅広い条件下で

の現場対応が可能となった。 
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